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＜新患情報＞

・小向　勉様（３７）

詳細については不明だが、仙台市へ行き建築関係の仕事に従事していた様子。同年のお盆に帰省。家族はお盆休みだと思っていたが、後日本人の荷物が送られてきた事で退職が発覚。母親曰く「いじめられたんじゃないか？」との事。その後は八戸市内の土木建築関係・配達関係の仕事に従事していたが、長続きせず、退職。同時期より会話調の独語・幻視様の訴え・空笑等が出現し、母が様子がおかしいと感じていた。たまたま実家へ戻っていた妹が“統合失調症じゃないか？”と話した事から十数年前に母が本人を連れ八戸市立市民病院を受診。病名等については不明だが精神安定剤が処方となり、服用。服用後表情等にも変化あり、落ち着いていたが、手指振戦が出現。薬剤調整行っていたが、本人が通院を拒否。母が代理受診をし処方して頂いていたが、服用への拒否もあり自宅に内服薬が溜まっていく一方であった。徐々に精神状態の不安定さ出現し、「市民病院から俺の体を返して貰うまでは仕事をしない」等話す事や自室内で壁を叩き手から出血している事があった。以後就職する事は無く、自宅内にて過ごし、収入は無いが喫煙・飲酒をしたいが為に、兄の部屋に入り、兄の服を取り売りに出し、そのお金で喫煙・飲酒をしていた。現在兄の部屋には鍵を掛けている事から同行動は無い。ほとんどを自宅にて過ごし、友人も居なかった様子。現在、独語・空笑あり、夜間の睡眠も0時頃～4時頃までしか取れていない様子との事。滅裂言動や日常生活への大きな支障は見られていないものの、上記状態から本人へ精神科受診を促しているが、受診への拒否が強いとの事。保健所へ相談し、保健所の受診付き添い可能な12/2当院への受診希望あり。１２月２日（火）11：30中野Dr診察予定としている。

・吹越　冨三様（８７）

現在、メディカルコート八戸西病院へ入院中。元々は自宅で長男夫婦、孫と生活していた。物忘れはあったが、年相応程度だと家族は感じていた。H26.10.21自宅で倒れ、八戸赤十字病院へ救急搬送され、脳梗塞で入院となった(点滴療法)。同院入院中より、夜間不眠で経過しており、職員の介入を振り払うような行動が見られていた。H26.11月中旬頃に、リハビリテーション目的でメディカルコート八戸西病院へ転院。下肢筋力の低下、夜間不眠で、日中は歩行が不安定で車椅子で安全ベルトを使用していた。簡単な指示理解は可能だが、場所の認識が難しく、トイレに入るが便器以外の場所で排尿する事や、入浴中に排便する、部屋での放尿が見られていた。また、職員の介入には拒否が強く、特に夜間帯には興奮し怒りはじめる事が多く、リスペリドンを夕食後、深夜帯で服用しても効果が得られなかった。また、脳梗塞の後遺症で、時折、眩暈・吐き気を訴える事や、長距離を歩くと左足の引きつりが見られることがあるとの事。上記状態から、主治医より認知症の専門治療を勧められ、当センターを紹介され、相談に至る。１２月４日(木)11：00予約となっている。

・小笠原　麻美様（４６）

2ヶ月前に仕事でのトラブル（校長が誤解をし配置換えをする事があったと話す）があり、後日校長の誤解とわかり校長より謝罪されるが、以後職場での雰囲気が悪くなり、常に頭痛が生じる様になる。頭頂部の疼痛があり本人様曰く『もわーん』と痛いと話す。また、気が滅入り、夜間中途覚醒も出現。10月6日と8日症状改善目的にて七戸町にある、さとうクリニック（産婦人科）受診しマイスリー（２０）１Ｔ１×就寝前と頓服薬としてＳＧ処方されるが、担当医より精神科受診勧められ十和田市にある済誠会病院紹介され紹介状持参し本日初診で行ったが、土曜日の受診が出来ないとの事で当院へ症状改善目的にて受診相談される。現在はマイスリー内服にて夜間良眠できており、食事摂取量も問題なく、嘔気や眩暈もないが、以前は目を閉じて片足で立っている事ができたが、1ヶ月前より立っていられないと話す。また、本人様『心の検査をして欲しい』と話される。１２月６日(土)予約となっている。

